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あったからである (J.F. Hecker, 1934, Russian 
Sociology:  A Contribution to  The History  o f 
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（Андрей Алекссевич Исаев, 1851-1924） は、
より直接的に利己主義と利他主義に関する議論を
展開している。あるいは神経生理学者ベフテレフ
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